
鯵ケ沢漁業用海岸局

事業目的

試験船，取締船並びに一般漁船間との指導監督，漁業通信の行なうことにより，人命財産の保全，操

業秩序の維持，漁場の適正管理及び 200海浬内の安全と海難防止を図り併せて漁業経営の安定に資する。

事 業 内 ぞr.‘τ壬唱

1.実施規間 昭和55年 4月 1日~昭和56年 3月31日

2. 交信海域 日本海全海域，北部太平洋海域，青森県沖合全海域

3 担 当 者 局長長谷繁蔵 主任工藤 衛

主任大友

4. 取扱通信種別

(1) 指導監督通信

。日本海さけ，ます漁業位置報告通信
O 試験船及び取締船との通信

0 調査協力船との漁海況情報告通信

O 日韓共同現正水域位置報告通信

o 200海浬内漁獲報告通信
0 気象及び航路警報通信

0 事故通信

(2) 遭難，緊急，安全通信

(3) 漁業通信

5 通信方式

(1 )無線電話(S 0 S方式)による送受信

(2) 気象，漁海況のフ 7ツクス受信

(3) 遭難自動受信機による無休聴守

(4) セノレコール送信機による通信

6. 勤務形態

宿日直制効務

守 技師中川i賢一
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事業の成果

1. 気象及び航路警報等の随時放送により 海難事放の末然防止と漁海況放送による漁業の生産性を高

めた。

2 漁海況情報収集事業の強化により 日本海に於ける予報事業の円滑化と資源究明に大きく貢献した。

3 200海運漁獲報告通信の確保及び出漁各船の位置報告通信により船舶の安全操業に寄与した。

取扱通信実績

¥々 .Q!!.指導監督 {魚 業 気 象 事 故 保 安 相手局数 通信時間

2. 6~' 1，36! 
件 件

4 22. 30 1 16 987 450 30 

5 4， 524 2，737 23 15 1 11 1，792 470 10 

6 3， 963 2， 523 22. 30 。 7 2，065 450 30 

7 5，050 3，742 23 15 2 15 2，932 470 10 

8 3，471 2，209 23 15 。 8 2， 203 470 10 

9 4， 062 1， 832 22. 30 1 3 3，413 450 30 

10 2，498 1，092 23 15 。 2 1，812 470 10 

11 2， 192 977 22. ~O 4 30 1，6，96 450 30 

12 1， 388 587 23. 15 。 1 ヨ81 470 10 

1 909 208 23. 15 。 。 514 470 10 

2 819 142 21. 00 。 8 453 422 20 

3 1， 388 236 23 15 。 6 497 470 

メ仁33、 計 32， 913 17， 649 373 45 9 107 19， 345 5.515 20 

前年度計 45， 198 34， 926 265. 50 8 166 25， 988 5.498 20 

前年度比 72. 82 9ら 50.53 % 140.6% 112.5% 64. 59も 74.49も 100.3% 
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漁種，施設別隻数

段々 電信電話併設船 ，-=司居Z 話 船 メ仁ふ1、 計 前年度計 前年度比

官 庁 船 3 3 6 6 1')09ら

底 曳 町占 11 11 11 1009も

いか船業 65 65 55 1189iも

いかます兼業 43 43 43 100 % 

そ の 他 28 28 38 73 6 % 

メ仁5- 計 3 150 153 153 100 % 

地域別トン数別隻数

日
宮 沢 深 鯵 市 下 青 1¥ 岩 メE当3、
辺

ケ
正山王 メ-合T、

庁 崎 浦 沢 浦 前 1白 日。 ，森 仁ゴ 館 計

10t以下 2 7 1 25 23 4 62 

11 ~ 20 1 4 8 12 10 7 42 

21 ~ 50 3 4 9 2 8 7 1 1 35 

51 ~100 2 1 1 6 2 12 

100t以上 2 2 

メ口入 計 6 4 16 18 2 46 :i6 11 3 1 。153 
前年度計 6 3 17 18 2 44 46 11 4 1 l 153 

前年度比 1009も 133 9iも 94% 100% 100% 105% 100% 1009も 759も 100% 09も 1009も
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空中線電力別隻数

乙にご 10 w 50W以上 電信電話併設船 メ仁五1、 計

官 庁 船 2 1 3 6 

民 間 船 91 56 
。 147 

メEコ弘、 計 93 57 3 153 

円リ 年 度 計 94 56 3 153 

日IJ 年 度 比 98.90/0 101. 7 % 100 'iも 100 'iも

従事者選任数

与γとど 電信級 宅話級 待技;用 メ仁ミ3、 計

54年 3 月 31 日 5 59 89 153 

55年 3 月:11 日 5 54 94 153 

目IJ 年 度 比 100 % 91. 5 'iも 105.6% 100 % 

昭和55年度相坂養魚湯種苗配布実績

種 苗 名 同己 布 数 量

ニジマス種卵 2， 294， 000粒

稚魚 300， 900尾

ヤマメ稚魚 130， 700尾

イワメ稚魚 15， 000尾

クロゴイ種卵 230， 000 f¥i: 

稚魚 336， 800尾

イロゴイ種卵 70， 000粒

稚魚 61， 800尾

- 402ー


